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研究成果の概要（和文）：本研究は、各国において、グローバルな規模で他国の教育を参照し、自国に取り入れ
てゆく「教育のトランスファー」が活発化する中、国際スタンダード化し、参照される国際モデルの多くが西欧
発のものであり、国際的な教育モデルの多元化の必要性を認識するところから出発した。そして、アジアの一国
として、国際的に見た日本の教育の特徴、課題と長所を国際比較を通して分析し、国際モデル化して発信した。
研究成果は研究（図書、シンポジウム）、実践（教材、HPhttp://www.p.u-tokyo.ac.jp/~tsunelab/tokkatsu
/等）の両面においてなされた。

研究成果の概要（英文）：In our era of globalization, there has been a renewal of interest in the 
education of other countries as models for one's own country--educational transfer. It is probably 
fair to say, however, that the majority of educational models which are considered international 
standards and are models for other countries are western in their origin. There is a need to 
diversify the models available in the international arena. This project, starting from this 
understanding, analyzed the strengths and weakness of Japanese style education cross-nationally, and
 presented an international model. The results have been published, announced in symposiums, and 
have informed practice(e.g., teaching material, HP on tokkatsu, HPhttp://www.p.u-tokyo.ac.jp/~
tsunelab/tokkatsu). 

研究分野： 教育社会学、比較教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の教育に対する海外の関心は2015年あたりから盛んになり、従来の国際化した日本の教育モデルの代表格
（授業研究）に続いて、日本の教科と教科以外を共にカリキュラムで全人的に扱う枠組み（その象徴の特別活動
からtokkatsuと名付けられる）が脚光を浴びている。本研究は国際比較の中から日本の教育の国際的な強さを特
定し、ともすると表層的な形式の模倣に終わるこうした教育トランスファーの取り組みを研究に根差した視点か
ら批判的に提示した。英語で本モデルの最初の本（Tokkatsu)、映像教材等も発行した。
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１． 研究開始当初の背景 

今日、21 世紀型能力や資質の育成を目指して各国が教育改革を推進し、国家間で教育モデ

ルの借用が盛んである。多様な国々が参画しているものの、本研究を始めた当初は、21 世

紀型能力や資質を育成する教育の論理や実践枠組み、つまり、改革のマスタープランに関

しては、西欧先進諸国のモデルがその旧植民地での影響力も含め、国際的に優位であった。

これは、21 世紀型対応の教育がどのような論理で、どのような枠組みで行なわれるかに関

わり、いわば、21 世紀型対応教育の形成に関わる部分である。ここにおいて国際モデルが

西欧先進国（特にアメリカ）に集中しているということの問題性は、充分日本国内では意

識されてこなかったと考えられた。モデル借用の観点から見た日本の教育実践の特徴やモ

デルの国際化に関する研究は日本の「授業研究（レッスン・スタディ）」関連の研究以外は、

断片的にしかなされてこなかった傾向が問題視された。 
 
２． 研究の目的 

本研究の目的は、教育トランスファー、教育政策のトランスファーの領域に関連し、国際

的に日本の 21 世紀型対応の教育モデルを位置付けて分析し、以下で見るように「研究―

実践」を連続的に位置付け、国際モデルの多元化を模索することにあった。21 世紀型能力

や資質とそれを育成する教育についての理解が、かつてないほどグローバルに共有され、

各国の教育政策を左右してゆく中、21 世紀型対応教育の国際モデルが西欧先進国モデルに

収斂してゆくことは、多元性の観点からも好ましくない。アジアをはじめとする西欧諸国

以外の発信による国際社会でのモデルの多元化は、21 世紀型能力・資質をめぐる言説の多

元化にもつながると考えられた。本研究は A.国際社会の中で見た日本の 21 世紀型能力や

資質に対応した教育の特徴とその背後にあるメカニズムの国際比較研究という実態分析を

背景とした共同研究の次元と、 B. A.の研究結果を受けた重点分野における日本のモデル

の国際モデル化という実践的研究・概念化の次元と、 C. B.の日本のモデルを用いて海外

教員研修機関（シンガポールとアメリカ等）と協力した研修、日本の先進的実践の国際発

信（センターの研究プロジェクトのホームページと独自ホームページから発信）、多言語に

よる教師用ガイドブックの作成（独自ホームページからダウンロード可能にした）、及び、

データを分析しながら、実践現場にフィードバックするというアクション・リサーチの次

元との三層に分かれ、そのいずれもで相互に関連した成果を出す計画をした。 

 
３．研究の方法 

方法として、東京大学の学校教育高度化・効果検証センターを基盤とし、海外協力者との

連携を通して、国際共同研究、西欧の代替モデルの概念化、海外教員の研修を相互に関連

させて推進し、「研究―実践」を連続的に位置付け、国際モデルの多元化を模索した。 

 
４．研究成果 

西欧先進国発の教育モデルが国際社会で多い中で、非西欧圏からのモデルによる多元化を図ろ

うとする意図は非教科と教科とを統合的に全人的な教育枠組みから組み合わせた「日本型」教

育モデル tokkatsu が海外で受け入れられつつあるという意味では部分的に実現した。 



図書としては、英語で最初の「日本型」教育の全人的な枠組みによるモデル tokkatsu につい

ての書をまとめ（The Japanese Educational Model of Holistic Education: TOKKATSU,

下記）、同時に、日本の教育の国際化の課題についても、英語での学術図書としてまとめた（下

記）。毎年、国際シンポジウム、ないしシンポジウムを開催し、問題提起をした。シンガポー

ル、台湾、フィリピン、タイ、インドネシア、アメリカ等へ調査や教員研修に出かけ、研究―

実践の連携における成果を出してきた。インドネシアにおける教員研修においては、ボトムア

ップ的な研究協力を行なう方向で、研究・教育交流が開始している。2019 年 6月にはインドネ

シアの視察団が来日する。東京都等の特別活動関連資料を用いて英語による教員用ガイドブ

ックを作成したが、それを英語、インドネシア語、アラビア語、ベトナム語、中国語、マ

レー語と多言語化した。国際発信すべく英文ホームページ（The Japanese Model of Educating 

the Whole Child: TOKKATSU、http://www.p.u-tokyo.ac.jp/~tsunelab/tokkatsu/)も開設されている

が、そこからダウンロード可能な形で提供されている。 

DVD 教材もシリーズとして三つ発行されている。 

１）Japanese Whole Child Education:Learning from Cleaning and Lunch, Tokkatsu Series 1, 2015. 
２）Myoko Friendship School: Linking TOKKATSU with Social Education, , Tokkatsu Series ２, 
2017.３）Essay Education for Life, Tokkatsu Series 3, 2018,  
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